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Japanese Learning with the Internet : From the Viewpoint of Active Learning




























































































　　A WebQuest is an inquiry-oriented activity 
in which some or all of the information that 
learners interact with comes from resources on 
the internet, optionally supplemented with 
videoconferencing. There are at least two levels 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（The Seven Principles for Good Practice in 
Undergraduate Education）は1980年代後半以
降、米国高等教育学会の研究グループによって開
発され、全米をはじめ世界の多くの大学に広く普
及（専門領域や大学の属性を超えて）していると
いう。具体的な実践手法については、各大学で試
行錯誤され、ウエブ上等で数多く発表されている
という。
優れた授業実践のための７つの原則
１．学生と教員のコンタクトを促す
２．学生間で協力する機会を増やす
３．能動的に学習させる手法を使う
４．素早いフィードバックを与える
５．学習に要する時間の大切さを強調する
６．学生に高い期待を伝える
７．多様な才能と学習方法を尊重する
　上記の７つの原則及び優れた授業実践につい
て、基礎的概念は「学生を学習に巻き込み参加さ
せること」（Involvement）、「学生、教員、大学
組織が互いに協力しあえるような全学的取り組み
が不可欠（教員のみによる取り組みではなく、大
学組織の支援、学生側の参加が不可欠）」（中島・
中井2005a）であることがいわれている。これら
は、今回の実践が目的とするところと多くの共通
点がある。
５．おわりに
　コンピュータを利用した学習といっても、必ず
しも新たにソフトを導入・開発する必要はなく、
今ある資源を活用することで、効果的なクラスを
構成することも十分可能であるといえるのではな
いだろうか。クラス運営上の問題やコンピュータ
使用環境の整備など、今後の課題も多いが、より
効果的な日本語学習を考えるうえで、今回の報告
が一つの示唆になればと思う。
　昨今の大学教育は、コンピュータやインター
ネットの利用が不可欠になってきている。直接的
に授業にかかわるものばかりではなく、教育・生
活全般に関わる様々な情報の提供や管理等で、留
学生を受け入れる大学側は、頭を悩ませているこ
とも多いだろう。今回のような授業において、留
学生にとって身近で重要なテーマに関連する課題
を設定し、積極的に大学HPや地方自治体HPの活
用を促すことは、日本語学習以外の面でも大きな
利点があるのではないだろうか。
　さらに、日本語教育が教室から解放されるのと
同時に、教室の外における学習機会の重要性につ
いても再認識したい。学習者の日本語学習は、日
本語教員のみならず、他の専門の教員や職員を含
めた大学の全学的な取り組みが不可欠なのである。
　大学における日本語教育関連授業もまた、はじ
めに述べたような高等教育における質的転換や新
しい能力の育成等の要請と無関係ではないだろ
う。いうまでもなく、留学生の教育も、日本人学
生の教育と同様、日本の大学が責任を持って取り
組むべき事柄である。繰り返すが、教育は教室の
中でのみ行われるものではない。キャンパス内や
学内外のあらゆる資源を動員した、各大学独自の
教育のあり方が問われる時代を迎えているのであ
る。
注
１　「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チームで働
く力」の３つの能力から構成されている。
経済産業省「社会人基礎力」
＜http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/
about.htm＞，2014年１月28日最終アクセス。
２　2010年８月の日本語教育学会夏期集中研修
ワークショップ「インターネットを取り入れた
学習環境のデザイン」において、これらの取り
組みは具体的に紹介された。
３　Bernie Dodge，“WebQuest.Org” ＜http://
webquest.org/＞，2013年５月28日最終アクセス。
４　「ウエッブクエスト（WebQuest）」は６つの
セクションに分けられる。１．イントロダク
ション、２．タスク、３．リソース、４．プロ
セス、５．評価、６．まとめ、である。
５　文法等の誤りはそのままの状態で掲載してい
る。
６　国際交流基金「JF日本語教育スタンダード」
http://jfstandard.jp/summary/ja/render.do　
2013年４月13日アクセス。
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